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貪⾷細胞として知られるマクロファージは、RANKLの刺激を受け細胞融合により
成熟多核破⾻細胞へと分化し⾻を溶かす。⼀昔前までは⾻吸収することが破⾻細
胞の唯⼀の⽣理機能と考えられていたが、現在では破⾻細胞⾃⾝が分泌するクラ
ストカインや破⾻細胞の⾻吸収活性により⾻基質から遊離したサイトカインによ
り積極的に⾻代謝を制御することがわかり、⾻吸収から⾻形成へのカップリング
（共役）に関与する細胞としても注⽬を集めるようになった。我々は、これまで
にマイクロアレイや⽣化学的⼿法を⽤いて破⾻細胞が産⽣するクラストカインと
してCthrc1や補体成分C3aなどを⾒出し、マウスの遺伝学の⼿法や独⾃に確⽴し
たカップリング機能の評価系を⽤いてカップリング因⼦であることを実証してき
た。また、⾻粗鬆症に対する創薬の可能性を模索する中で、カップリング因⼦の
受容体に対するモノクローナル抗体をスクリーニングし⾻形成を促進する抗体を
取得した。さらに、近年、⾻代謝におけるマクロファージの機能がにわかに注⽬
されているが、その実体は全く分かっていない。我々は、マクロファージの培養
上清に⾻芽細胞の遊⾛活性を検出し、⽣化学の⼿法を⽤いて活性因⼦として
Emilin2を⾒出し、新しいカップリング因⼦としての機能解明を⾏ってきた。本発
表会では、これまでの研究成果のエッセンスをレビューしたい。


